




















要約

ここ数年間に急速に発達してきた「テレフォンクラブ(以下、テレクラ)」は、若者が身近

に利用する電話を最大限に利用するものであるが故に、若年層の身体的・精神的健康面に

与える影響が懸念されている。高校生とテレクラの実態調査については、  これまでにも

総務庁、あるいは各地方自治体が統計的資料を提出しているが、質的調査はほとんど実施

されていない。本研究では、女子高校生にフォーカス・グループ・インタビューを実施し、

彼女たちの生活とテレクラの位置関係を検討した。最近のマスコミでは、テレクラと女子

高校生の性行動(それに伴う金銭の授受)が取り上げられるケースが多い。しかし、本調査

に参加した女子高生の多くが「遊び」として 1～2 度体験しているだけであると答えてお

り、これまでの統計資料とほぼ一致する結果が得られている。注目すべきは、実際に「援

助交際」を経験している者もいるが、性感染症などの問題についてや、何らかの危険にさ

らされた場合の相談・支援システムの必要性に関する認識が希薄であったことである。本

論では、インタビュー調査によって浮き彫りになった様々な問題を検討すると共に、彼女

たちの健康を保証する上で「エンパワーメント(自らカをつけること)」が果たす役割とそ

の重要性について考察する。


